
チェックセンター検査項目：プラーク付着／食生活習慣／う蝕の経験／う蝕の予防／唾液量
チェックセンター検査項目：総レンサ球菌数／総レンサ球菌数中のS. mutans菌比率および菌数／総レンサ球菌数中の
S. sobrinus菌比率および菌数／Lactobacillus（乳酸桿菌）数
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※色調は印刷のため、 現品と若干異なることがあります。
※掲載の参考データは、 2013年10月現在のものです。
※価格は希望医院価格です（価格には消費税は含まれておりません）。

申込書と問診
（9項目）の実施

唾液量の測定と採取 検体と申込書を送付 「報告書」と「検査項目の解説」、
「報告書の見方」が届く

総レンサ球菌数と
各種菌数および比率

検査項目と結果 う蝕のなりやすさ 前回の検査結果

検査結果を
レーダーチャートで
わかりやすく表示

カルテナンバー等の
基本項目

・太い青線…今回の検査結果
・黒線…前回の検査結果

総レンサ球菌数、各種菌数、各
総レンサ球菌比率が細かく表
記されます。

患者さんの氏名、検体採取日、
カルテナンバー等の基本情報
がまとめられています。

問診項目・唾液量と結果

口腔内細菌検査サービス

口腔内細菌検査サービス

検体（唾液）到着後6営業日で、検査結果は「検査報告書」にまとめて直接歯科医院へ返送します。

「歯周病」や「う蝕」の予防と治療を進めるうえで重要な細菌検査をお受けしております。

先生方からの問診・視診の情報を加えて、

口腔内の状態をチェックしやすい報告書にまとめてお届けします。

リスクの総合チェック、患者さんへの説明ツールとしてご利用ください。

「歯周病」・「う蝕」に
多方面からアプローチ

ジーシーオーラルチェックセンターは臨床検査技師等に関する法律に基づく衛生検査所です。よって、ご依頼頂いた検査の数値結果を
ご報告することが業務内容であり、医行為としての診断行為を含まない事をご了承ください。この検査結果は診断を確定するものでは
なく、臨床症状・生活習慣・既往症等と併せ、総合的に診断して頂くうえでのひとつのツールとしてご利用ください。



申込書と患者さんの唾液また
は歯肉溝滲出液を送付いただ
くだけのシンプルなシステムで

す。面倒な培養や専門機器を

購入する必要はありません。検

査費や郵送費などは全て製品

価格に含まれています。
申込書に問診、
チェアサイドでの
検査結果を記入

歯周ポケット内の
歯肉溝滲出液の採取

検体と申込書を送付

唾液の採取

チェアサイド検査項目：出血の有無／歯周ポケットの深さ（歯肉溝滲出液を検体とした場合）／骨吸収／喪失歯数／全身疾患／喫煙
チェックセンター検査項目：総菌数／総菌数中のP. gingivalis菌比率及び菌数／総菌数中のT. denticola菌比率及び菌数／総菌数中の
T. forsythia菌比率及び菌数／総菌数中のA. actinomycetemcomitans菌比率及び菌数／総菌数中のP. intermedia菌比率及び菌数

検査結果を
レーダーチャートで
わかりやすく表示
・太い青線…今回の検査結果
・黒線…前回の検査結果

カルテナンバー等の
基本項目
患者さんの氏名、検体採取日、
カルテナンバー等の基本情報
がまとめられています。

歯周病原細菌比率と問診・視
診の結果から口腔内の状態を
チェックします。

各歯周病原細菌の比率が棒グ
ラフにてわかりやすく記載。前
回の検査との比較も色分けさ
れるので、患者さんにも治療
効果を理解していただけます。

検査項目と結果

歯周病のなりやすさ

問診とチェアサイドでの
検査項目と結果

前回の検査結果

患者さんの
検査基本情報
検体に歯肉溝滲出液を選択した
場合は、採取部位、出血の有無、
ポケット深さも記載されます。

各歯周病原細菌比率
のグラフ

各細菌数（cell数）と
対総菌数比率

「レッドコンプレックス」
のまとめ

検査のご利用に際しましては、
あらかじめ対応する菌種数のキット
「サリバチェック ラボ」をお求めください。

口腔内細菌検査サービス

「報告書」2枚と「検査項目の解説」、
「報告書の見方」が届く




